


【近年の水質状況】 
 
河川  

最小 ～ 最大 平均 75%値 基準値 最小 ～ 最大 基準値

H15 0.7 ～ 3.7 1.6 1.5 7.5 ～ 9.4
H14 0.8 ～ 8.5 2.0 2.2 7.5 ～ 8.9
H13 0.5 ～ 5.7 1.9 2.2 7.7 ～ 9.2
H15 2.2 ～ 9.8 5.9 8.9 7.2 ～ 7.8
H14 2.6 ～ 4.4 3.1 3.1 7.5 ～ 8.1
H13 2.6 ～ 9.8 5.4 7.7 7.4 ～ 7.9
H15 1.6 ～ 7.7 4.0 5.8 7.4 ～ 8.2
H14 1.9 ～ 9.7 4.8 6.7 7.6 ～ 8.0
H13 2.0 ～ 8.2 4.6 5.9 7.6 ～ 8.0
H15 1.5 ～ 24 5.0 6.1 7.4 ～ 8.0
H14 2.0 ～ 16 5.3 7.5 7.5 ～ 8.3
H13 2.2 ～ 16 6.1 7.7 7.5 ～ 7.9
H15 2.1 ～ 9.3 5.4 7.0 7.6 ～ 7.9
H14 3.9 ～ 10 6.4 7.7 7.7 ～ 8.0
H13 1.9 ～ 9.3 5.4 7.2 7.5 ～ 8.0

大和川上流 A 初瀬取入口

水系名 年度類型 環境基準点
ｐH

6.5～8.5

藤井

浅香
新取水口

河内橋

BOD（mg/l）

2

D 8 6.0～8.5遠里小野橋

大和川中流 C 5 6.5～8.5

大和川下流

 
 

最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値 最小 ～ 最大 平均 基準値

H15 7.9 ～ 12 9.8 1 ～ 10 4 330 ～ 22,000 9,200
H14 7.9 ～ 13 10 1 ～ 20 4 70 ～ 54,000 17,000
H13 8.4 ～ 12 10 1 ～ 16 6 49 ～ 490 220
H15 5.2 ～ 9.5 7.6 6 ～ 57 14 7,900 ～ 230,000 63,000
H14 5.4 ～ 9.6 7.4 7 ～ 13 9 17,000 ～ 230,000 71,000
H13 5.0 ～ 10 7.8 8 ～ 21 11 7,900 ～ 790,000 110,000
H15 6.4 ～ 11 8.9 5 ～ 17 11 4,900 ～ 130,000 39,000
H14 7.0 ～ 11 9.2 8 ～ 17 11 4,900 ～ 220,000 45,000
H13 7.0 ～ 11 9.0 7 ～ 30 13 2,300 ～ 920,000 140,000
H15 4.5 ～ 12 8.9 6 ～ 16 11 3,300 ～ 130,000 56,000
H14 4.2 ～ 12 9.2 7 ～ 19 12 2,300 ～ 170,000 39,000
H13 4.3 ～ 11 8.3 5 ～ 36 18 2,300 ～ 5,400,000 190,000
H15 7.3 ～ 10 8.7 6 ～ 15 10     - ～     -      -
H14 7.4 ～ 10 9.0 8 ～ 17 11 3,300 ～ 110,000 36,000
H13 6.8 ～ 10 8.4 8 ～ 43 18 2,300 ～ 540,000 110,000

大腸菌群数
（MPN/100ml）

1,00025

藤井

SS（mg/l）
環境基準点

初瀬取入口

浅香
新取水口

河内橋

DO（mg/l）

7.5

1002遠里小野橋 －

年度

5 50 －

 
 
（出典：公共用水域の水質測定結果） 

 
 



大和川

河川類型
AA類型
A類型
B類型
C類型
D類型
E類型

◎ 環境基準点

湖沼類型
AA類型

布留川 A類型
B類型
C類型

菩提川 Ⅰ～Ⅴ：全窒素及び全燐
佐保川

寺川

秋篠川 飛鳥川

曽我川
岡崎川

富雄川
高田川 葛城川

竜田川

藤井 葛下川

千早川 石見川

飛鳥川 梅川 佐備川 天見川

石川
河内橋

東除川

浅香新取水口
西除川

遠里小野橋

大阪湾
※公共用水域水質測定結果より

大和川亜鉛検出状況

大
和
川
上
流

大
和
川
中
流

大
和
川
下
流

初瀬取入口
H16　0.003
H15　<0.001
H14　0.001

地点名
H16 年平均
H15 年平均
H14 年平均

単位：mg/L

上吐田
H16　0.006
H15　0.007
H14　0.006

太子橋
H16　0.023
H15　0.027
H14　0.034

御幸大橋
H16　0.015
H15　0.019
H14　0.021

藤井
H16　0.018
H15　0.018
H14　0.022

国豊橋
H16　0.019
H15　0.028
H14　0.021

河内橋
H16　0.018
H15　0.017
H14　0.019

浅香新取水口
H16　0.017
H15　0.016
H14　0.023

遠里小野橋
H16　0.019
H15　0.021
H14　0.022

高橋
H16　0.020
H15　0.014
H14　0.010

石川橋
H16　0.008
H15　0.012
H14　0.010

明治小橋
H16　0.042
H15　0.029
H14　0.025

狭山池流出端
H16　0.047
H15　0.025
H14　0.009

狭山池合流直前
H16　0.004
H15　0.010
H14　0.006

大和川合流直前
H16　0.064
H15　0.031
H14　0.026

石川合流直前
H16　0.006
H15　0.012
H14　0.023

新高野橋
H16　0.006
H15　0.012
H14　0.016

新喜多橋
H16　0.012
H15　0.019
H14　0.006

円明橋
H16　0.020
H15　0.008

石川合流直前
H16　0.029
H15　0.029

大伴橋
H16　0.012
H15　0.008

今井戸川
H16　0.010
H15　0.019
H14　0.011

落堀川
H16　0.021
H15　0.024
H14　0.009

狭間橋
H16　0.037
H15　0.014
H14　0.015

三条高橋
H16　0.004

中の川
H16　0.002

菩提川流末
H16　0.010

額田部高橋
H16　0.013
H15　0.016
H14　0.014

にしき橋
H16　0.011 井筒橋

H16　0.015
H15　0.021
H14　0.021

群界橋
H16　0.019
H15　0.020
H14　0.019

秋篠川流末
H16　0.018

曽我川橋
H16　0.023

小柳橋
H16　0.006
H15　0.008
H14　0.006

保橋
H16　0.019
H15　0.019
H14　0.020

枯木橋
H16　0.025

里合橋
H16　0.027

みどり橋
H16　0.008

布留川流末
H16　0.019
H14　0.007

立石橋
H16　0.008

吐田橋
H16　0.031
H15　0.010
H14　0.010

神道橋
H16　0.018

保田橋
H16　0.024
H15　0.004
H14　0.007

保田橋岡崎川流末
H16　0.026
H15　0.015
H14　0.027

保橋

芝
H16　0.019

弋鳥橋
H16　0.018
H15
H14　0.004

大和田橋
H16　0.006

竜田大橋
H16　0.018
H15　0.017
H14　0.014

だるま橋
H16　0.015
H15　0.021
H14　0.016

佐保川流入支川
・岩井川流末
H16　0.013
・菰川流末
H16　0.015

弋鳥橋

竜田大橋



　大和川　水質縦断分布　（公共用水域水質測定結果より）
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D　： 2 ～
E　： 2 ～
(mg/L)
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※平成１４年流量年表
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は環境基準点
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大和川上流大和川中流

大和川下流

C類型

D類型

（）は流量観測所
直近の流量データ
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主な河川横断工作物

河川横断工作物の凡例

堰、ダム、床固め・・・魚道有

堰、ダム、床固め・・・魚道無

大和川

（国土交通省資料を基に環境省で作成）





大和川下流縦断図
(国土交通省）

（直轄管理区間）



大和川上流縦断図
(国土交通省） （直轄管理区間）

（大和川）





大和川魚介類出現状況（１／２）

和田
慈恩寺式
島橋

太子橋 御幸大橋 大正橋 亀の瀬橋 国豊橋 河内橋 明治橋
JR阪和線
鉄橋

遠里小野
橋

阪堺大橋

生物A 魚類 キュウリウオ科 アユ ○ ○ ○ ○
サケ科 アマゴ ○

生物B 魚類 ウナギ科 ウナギ ○ ○ ○ ○
コイ科 オイカワ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コイ科 コイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コイ科 ギンブナ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コイ科 ゲンゴロウブナ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ドジョウ科 ドジョウ ○ ○
ナマズ科 ナマズ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ボラ科 ボラ ○ ○ ○ ○ ○
ハゼ科 ヨシノボリ類（ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハゼ科 ヨシノボリ類（ｶﾜﾖｼﾉﾎﾞﾘ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

甲殻類 テナガエビ科 スジエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
テナガエビ科 テナガエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ヌマエビ科 ヌマエビ（ヌマエビ科）
イワガニ科 モクズガニ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

対象外 魚類 コイ科 カワムツB型 ○ ○ ○ ○ ○ ○
コイ科 タモロコ ○
コイ科 ムギツク ○
コイ科 モツゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コイ科 カマツカ ○
コイ科 スゴモロコ属 ○
コイ科 ニゴイ（Hemibarbus）属の一種 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コイ科 タイリクバラタナゴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コイ科 キンギョ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ギギ科 アカザ ○
ギギ科 ギギ ○
ドジョウ科 シマドジョウ ○
メダカ科 カダヤシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カダヤシ科 グッピー ○
ボラ科 セスジボラ ○ ○
ボラ科 メナダ ○ ○ ○
タイワンドジョウ科 カムルチー ○ ○ ○ ○

項目・分類・科・種名
調査地点



大和川魚介類出現状況（２／２）

和田
慈恩寺式
島橋

太子橋 御幸大橋 大正橋 亀の瀬橋 国豊橋 河内橋 明治橋
JR阪和線
鉄橋

遠里小野
橋

阪堺大橋

対象外 魚類 スズキ科 スズキ ○ ○ ○ ○
バス科 オオクチバス ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バス科 ブルーギル ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハゼ科 ドンコ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ハゼ科 ヌマチチブ ○
ハゼ科 マハゼ ○ ○ ○ ○ ○

タウナギ科 タウナギ ○
※分類体系は山渓カラー図鑑日本の淡水魚（山と渓谷社,1989）・学研生物図鑑魚類（学習研究社, 1983)・新日本動物図鑑（中）（北隆館,1965）等を参考とした。

データの出典： 奈良県、ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ掲載ﾃﾞｰﾀ、1994年3月・5月、2000年9月調査（和田、慈恩寺式島橋）
調査機関・名称・年度 国土交通省、河川水辺の国勢調査、2000年度夏・秋調査

項目・分類・科・種名
調査地点







大和川の魚介類生息状況に関する学識者や漁業関係者への 

ヒアリング結果の整理（案） 

 

対象ゾーン 流域全般 下流域 上流域 

魚介類の生息 

に関する情報 

・ 「資料」の出現魚種で妥当

・ オイカワ（下流）・カワム

ツ（上流）が中心（亀ノ瀬

で概ね分かれる） 

・ アユは河床が砂地で石が

少なくほとんど生息でき

ない 

・ 生物相は比較的単純。 

・ 「資料」以外にシラスウ

ナギ、セイゴ、スズキ、

ハゼ、タチウオ等が出現

（増水でアユも）。 

・ シラスウナギは河口部 

・ 水質改善に伴い魚は増

加傾向 

・ コイ・フナが中心。 

・ ブラックバス・ブルーギ

ルが増加（駆除も行って

いる）。 

・ オイカワ・カワムツは減

少。 

・ 亀ノ瀬近辺は大きなコ

イが生息。 

・ ドジョウ等も見られる

ようになった。 

再生産 

に関する情報 

・ 大和川の河床は砂地であ

り、砂礫で産卵するオイカ

ワ・カワムツには産卵適地

である。 

・ 河口部はカレイ等の産

卵場（春先に稚魚）。 

 

放流 

に関する情報 

・ 上流のアマゴは放流され

たもの。 

 ・ アマゴは漁協で放流し

ている。 

・ アユの放流等が行われ

ている（地元幼稚園等を

対象とした啓発的なも

の） 

河川環境 

に関する情報 

・ 人為的な影響を受けてい

る河川。 

・ 後背に大きな山が無く、流

量は少なく、大規模なダム

はない。 

・ 河床は砂地が主体。 

・ 水質は改善傾向だが、河口

部は依然として悪い。 

・ 近年、河床が砂がたまっ

て高くなってきている。

・ 亀ノ瀬近辺は渓流状。 

 

過去の情報  

 

 

 ・ 桜アユとして天皇陛下

へ献上していた。 

その他 ・ オイカワは日の当たりの

良い場所を好んで生息。 

・ カワムツは日陰を好んで

生息。 

・ 水温は、最高値、最低値も

表示して検討すべき。 

・ 大和川再生協議会にて、

清掃を約 3,000 人規模で

実施。 

 

・ 水質は良くなってきた

が、ゴミは多い。 

 

 



 

遠里小野橋

浅香新取水口

初瀬取入口下流 

明治橋下流

河内橋下流

国豊橋上流

藤井 

上吐田上流

出口橋上流

御幸橋下流

太子橋上流

小夫付近 海上橋下流

大和川河口部

大和川の状況 




